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ま え が き 

 

職業情報は、労働者にとってはキャリア形成の準備及び初期段階の職業選択のみならず、

労働市場参入後の円滑なキャリア転換のために不可欠な情報であるとともに、労働市場にお

ける円滑な需給調整の基盤となる情報である。 

職業研究所の設立（1969）以来、職業に関する研究は、当機構における研究の重要なテー

マであり、その成果としての職業情報の提供については、冊子媒体による職業ハンドブック

（第 1 版 1981～第 4 版 1997）、CD－ROM（1998（職業ハンドブック CD-ROM）、2002（職業

ハンドブック OHBY））を経て、インターネットにより職業情報等を提供する総合的職業情報

データベース－キャリアマトリックス－（2006）に結実した。 

キャリアマトリックスは、労働市場における情報インフラストラクチャーとして職業に関

する共通言語を提供するとともに、個人の職業興味等に関するアセスメントと職業情報を統

合させた我が国初の職業とキャリアに関する総合的なデータベースシステムであり、2006 年

9 月の提供開始以来、多くの方々に利用されてきた。本資料は、キャリアマトリックスの開

発、内容、利用及び開発企図の達成状況等を総括したものである。 

当機構におけるキャリアマトリックスの運営については 2010 年度限りとなったところで

あるが、このように、労働市場における情報インフラストラクチャーとなるべく研究開発さ

れたキャリアマトリックスについて、開発からその全体像に関する情報を整理して公表する

ことは、今後の職業情報の発展に寄与するものとなろう。 

本資料が、労働市場の需給調整関係者やキャリア形成支援者、職業情報研究者等の参考資

料として活用され、我が国における職業情報の発展に貢献するものとなることができれば、

幸いである。 
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第１章 本資料シリーズの目的 

 

１．労働市場における職業情報の役割 

（１）労働者のキャリア形成における職業情報の役割 

経済のグローバル化、少子高齢化等、労働市場を巡る環境条件は、構造的な変化を続けて

いる。このような環境の下で我が国経済社会が活力を維持・実現するためには、労働者がそ

の能力を発揮して職業生涯を通じたキャリア形成を行うことが必要かつ重要となる。 

キャリア形成の準備及び初期段階において、職業情報を活用して職業に関する理解を深め

ることは、その後の具体的な求人・就職情報の検討及び応募先決定を行う前に行われるもの

であり（木村, 20101）、このため学校から社会への円滑な移行を図るための基礎的な要件とな

るものである。厚生労働省「雇用動向調査」（2009）によれば、転職入職者が前職を辞めた理

由のうち「仕事の内容に興味を持てない」については、男女とも概ね年齢が若いほど高く、 

 

図表 1-1 転職入職者が「仕事の内容に興味を持てない」ために前職を辞めた割合 
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（資料出所）厚生労働省「雇用動向調査」（2009） 

                                            
1 木村（2010）によれば、職業理解の観点からキャリアや職業選択は、「①職業に就く目的を明確にする。②産

業や職業について、幅広く情報を集め、理解を深める。③希望する職業の内容について吟味する。④自分の興

味、関心、適性及び希望などのかかわりについて吟味する。⑤その職業の具体的求人事業所等を選択し、その

条件や内容を調べる。⑥選択した事業所等に応募し、採用選考を受ける。」の手順により進められる。この手

順のうち、職業情報は②、③を行うためのものである。一方、具体的な求人・就職情報は、⑤、⑥のためのも

のであり、両者は、目的や性格を異にする。本資料シリーズでその内容を整理して紹介する「総合的職業職業

情報データベース（キャリアマトリックス）」は、②、③のための職業情報を掲載しているとともに、④の機

能も加えたものである（キャリアマトリックスにおける各内容の詳細については、第 5 章を参照）。 
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19 歳以下の男性では 23.4％と約 4 分 1 を占め、その他（出向等を含む）の理由を除くと離職

理由の第 1 位となっている（図表 1-1）。特に若い年齢層において、職業理解が十分でないま

ま就職した場合、離職する可能性が大きいことを示したものであると言える。 

このため、近年のキャリア教育本格化の流れの中で、職業情報の重要性が改めて指摘され

ている。中央教育審議会キャリア教育・職業教育特別部会の審議経過報告（2009）では、高

等教育における職業教育に関し「キャリアセンター等による、職業・就職に関する情報の提

供や相談体制などの機能がとりわけ重要になっている」と指摘された。この指摘は、大学に

おける職業指導（キャリアガイダンス）の制度化、大学等設置基準における教育課程の内外

を通じた社会的・職業的自立に向けた指導等体制整備規定の新設（2010）と施行（2011）へ

とつながっている。また労働政策研究･研修機構（2008）は、中学・高校生に職業情報を提供

することは、職業を可視化し、職業への動機づけをヒートアップする一方で、非現実的な希

望をクールダウンする機能も有することを明らかにし、これらの機能に留意して職業情報を

十分提供（生徒の自主的な検索等を含む）して指導することが、現実的な職業選択を支援す

ると指摘した。労働政策研究・研修機構（2010）では、未就職者割合が低い高校ほど就職活

動に入る前から職業調べについて熱心に取り組んでいることが見出されており、キャリア教

育における職業情報の重要性が再確認されたものとなった。 

職業情報の重要性は、労働市場に参入後の労働者においても低下しない。厚生労働省「平 

 

図表 1-2 転職の準備活動（準備活動をした者=100％）（M.A.） 
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（資料出所）厚生労働省「離転職者実態調査」（2006） 
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成 18 年転職者実態調査」によれば、転職するに当たって準備活動をした一般正社員のうち、 

その準備活動の内容は、「産業・職業に関する情報等の収集をした」が 42.5％と準備活動の

中で一番高かった（図表 1-2）。加えて、転職に満足している一般正社員の満足の内容をみる

と、「仕事の内容・職種」が 53.4％と最も高い割合を占めた（図表 1-3）。これらのことから、

職業情報を収集して職業に対する理解を深めることは、満足のいく転職を行うために不可欠

なものであることがわかる。 

 

図表 1-3 転職に満足、不満の者別の満足、不満足理由（満足の者=100、不満足の者=100） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料出所）厚生労働省「離転職者実態調査」（2006） 

 

総務省「就業構造基本調査」によれば、2007 年において有業者のうち転職経験者の割合は、

現状でも 48.2％（対 2002 年 0.5％ポイント上昇）と半数近くに上るが、職業生涯の長期化に

伴い、転職経験者割合の上昇が予想される。転職のために職業情報の収集が多く行われてい

ること及び転職の満足感をもたらす第一の要因が「仕事の内容・職種」であることを考えあ

わせるならば、労働市場参入後のキャリア形成にとっても、職業情報の重要性は今後益々高

まると考えられる。 

 

（２）労働市場におけるインフラストラクチャーとしてのキャリアマトリックス 

 労働者のキャリア形成は、第一に労働市場における良質のマッチングにより支援されるも

のである。このため雇用対策法において、「厚生労働大臣は、職業の現況及び動向の分析、････

（略）･･･その他職業に関する基礎的事項について、調査研究をしなければならない（雇用対

策法第 12 条第１項）。」とされ、その成果を「求職者、求人者その他の関係者及び職業紹介機
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関、職業訓練機関、教育機関その他の関係機関が、職業の選択、労働者の雇入れ、職業指導、

職業訓練その他の措置を行うに際して活用できるように提供するものとする（雇用対策法第

12 条第 2 項。同法第 11 条第 2 項の準用）。」とされた。 

このように調査研究に基づいて客観的で公平、公正、正確な職業に関する情報を提供する

ことは、求職者にとっては職業選択の自由を活かし（雇用対策法第 13 条）、求人者にとって

は求人内容に適合する人材の雇い入れを促進する（雇用対策法第 14 条）ことにつながる。 

これらのことから、労働政策研究・研修機構においては、その前身である職業研究所（1969

年設立）以来、職業の現況及び動向、職業適性等職業に関する基礎的な研究を行い、その成

果を広く提供してきた（参考図表参照）。雇用開発委員会中間報告（1980）を受けての冊子版

職業ハンドブックの開発（1980）、CD-ROM 版職業ハンドブック（1998）、若年者用職業ハン

ドブック OHBY（2002）を経て、厚生労働省の研究会での提言2（2001）をもとに、インター

ネット上で総合的な職業情報を提供するキャリアマトリックスの開発・提供に至ったのであ

る（開発経緯の詳細については、第 2 章参照）。 

職業安定法においても、1999 年（平成 11 年）の改正において「職業安定主管局長は、職

業に関する調査研究の成果等に基づき、職業紹介事業、労働者の募集及び労働者供給事業に

共通して使用されるべき標準職業名を定め、職業解説及び職業分類表を作成し、並びにそれ

らの普及に努めなければならない（職業安定法第 15 条）。」とされ、労働市場において官民が

共通して使用する標準職業名、職業解説、職業分類表を定めて普及することが努力義務とさ

れた。これは労働市場における官民共通のインフラストラクチャーとして、職業情報の位置

づけが明記されたと捉えることができる。このうち、標準職業名、職業分類表については、

労働政策研究･研修機構の研究成果に基づき厚生労働省編職業分類3として刊行されている。

職業解説については、キャリアマトリックスがその役割を担うことが期待された。産業構造

の変化、技術革新の進展により職業の内容は変化しており、その変化を的確にとらえて迅速

にその内容を提供することについては、印刷物による提供に比べてインターネットによる提

供が格段に勝るためである。 

さらに、キャリアマトリックスは、研究で明らかにされた職業横断的な能力等の要件を活

用して、個人の適性と職業特性とのマッチング機能や、企業の雇用管理、人材の適正配置、

職業能力開発を支援する機能（第 5 章）を加えることが企図された（第 3 章）。これは、職業

と人材の結びつきを合理的に明示するこれら機能が適切に活用されることにより労働者の能

力発揮へとつながり、我が国経済社会基盤の強化に貢献することが期待されたためである。 

このようにキャリアマトリックスは、労働政策研究・研修機構における職業研究を基礎と

して、労働者、企業、支援者に対する職業に関する共通言語を提供する総合的なデータベー

                                            
2 官民職業情報検討委員会報告書（2001）、職業能力開発関連情報のあり方に関する調査研究報告書（2001） 
3 現行の厚生労働省編職業分類は 1999 年版である。当機構においては、2007 年度から厚生労働省編職業分類改

訂のための研究を 4 年計画で推進しており、改訂版は 2011 年度から適用される予定である。 
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スとして、労働者のキャリア形成を支援するとともに、労働市場におけるキャリアと職業に

関するインフラストラクチャーとして機能することを目的とした。 

 

２．本資料シリーズの目的 

当機構におけるキャリアマトリックス業務については、2010 年 4 月の事業仕分け等の結果

を受けて、2011 年 3 月末をもって終了することとなった。 

しかしながら職業情報については、前節でみたように、労働者のキャリア形成や円滑な需

給調整、人材活用等のために不可欠なものであり、今後とも官民の適切な役割分担の下で発

展させていくことが求められる。キャリアマトリックスは職業とキャリアの総合情報データ

ベースとして、多くの情報と機能を有しており、その内容や構造等に関する情報を提供する

ことは、今後の職業情報の充実、発展にとって有用なものとなろう。 

 このため、本資料においてキャリアマトリックスの開発から全体像等に関する情報を整理

して提供することにより、我が国全体の職業情報の発展に資そうとするものである。 

 

３．本資料シリーズの構成 

本資料シリーズの構成は、次のとおりである。 

 本章（第 1 章）においては、総論として、労働者のキャリア形成や円滑な需給調整、人材

活用等に関する職業情報の役割を確認した上で、キャリアマトリックスが労働市場のインフ

ラストラクチャーとして開発されたことを述べ、職業情報充実・発展のためにキャリアマト

リックスの全容を総括する本資料シリーズの目的を示した。 

第 2 章においては、諸外国の職業情報を含めて職業情報発展の歴史を辿り、キャリアマト

リックス開発の必要性を時代背景とともに明らかにする。 

第 3 章では、職業情報とアセスメントの統合を図り、セルフヘルプ型のインターネット上

のシステムとするとともに、将来の発展・持続可能なものとする等のキャリアマトリックス

の基本構想とキャリアマトリックスにおける職業情報の構成を説明する。 

第 4 章では、キャリアマトリックスの職業情報収集とシステム開発のプロセスを説明する。

その中で、キャリアマトリックスで提供する職業情報の客観性がフェイス・トゥ・フェイス

の訪問ヒアリングと Web による大量調査等で確保されていることを述べる。システム開発に

ついては、プロトタイプを作りつつ開発するスパイラル方式により開発してきたこと及びキ

ャリアマトリックスの 4 つの基幹システム（A システム：適職探索ナビ、B システム：キャ

リア分析ナビ、C システム：人材採用支援システム、D システム：人材開発・人材活用シミ

ュレーション）が年次計画により開発され、システムの使い勝手の良さについてはユーザビ

リティテスト等により配慮が行われたことを示す。 

第 5 章では、システムの機能と構成を実際の画面を用いながら説明するとともに、職業プ

ロフィールで提供している数値情報が 4 つの基幹システムでどのように活用されているのか
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を明確にする。併せて、厚生労働省職業能力開発局のキャリモバ.jp への情報提供について述

べる。 

このように、第 3～5 章は、キャリアマトリックスの基本デザインから開発過程及び提供

内容と機能を説明する、本資料シリーズの骨格となる部分である。 

第 6 章では、キャリアマトリックスが労働市場におけるインフラストラクチャーとして利

用されるための一般公開前からの広報、普及活動を説明する。 

第 7 章では、キャリアマトリックスの利用活用状況を紹介し、職業情報が労働者のキャリ

ア形成支援のためにどのように活用されたのかを説明する。 

第 8 章では、情報インフラストラクチャーとなるべく開発されたキャリアマトリックスの

開発企図の達成状況を総括する。 

資料として、キャリアマトリックスに関する既存発表資料等を巻末にまとめる。 

 

文  献 
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（参考図表） 労働政策研究・研修機構における職業情報提供の流れ（概略） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本労働研究機構（2003）「人材の最適配置のための新たな職業の基盤情報システムに関する研究」調査研究報告書 No.151 

キャリアマトリックス（2006 年 9 月） 

新キャリアマトリックス（2008 年 9 月） 

厚生労働省「官民職業情報

検討委員会報告書（2001）」、

「職業能力開発関連情報の

あり方に関する調査研究報

告書(2001)」 

雇用開発委員会中間報告

（1980）：職業ハンドブック

開発の必要性指摘 
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仕事内容（課業リスト） 「ど

んな職業か」の画面で、仕事の内

容（課業リスト）をクリックする

と、この職業を課業に分解した課

業リストが表示される。課業

（task）は職務分析における専門

用語であり、一般には分かりにく

いため「仕事の内容」、「仕事内容」

とも表記している。 

 

 

就くには その職業に就くた

めの経路を示している。どのよ

うな学歴が必要で、どのような

教育訓練を受け、また、必要な

資格、関連する資格にどのよう

なものがあるか示している。就

職経路を図解したものも掲載し

ている。 

関連資格に関しては、クリッ

クすると短い解説が表示され

る。 
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ここに示した看護師に関して

は、国勢調査にも賃金センサス

にも看護師としての統計がある

ため、その職業の統計を示せる

が、他の職業では国勢調査・賃

金センサスの職業と一対一に対

応していない場合もある。その

場合は、その職業が含まれる最

小の職業分類での情報を示して

いる。 

 

労働条件の特徴 労働時間、賃

金等の労働条件とともに、その

職業の就業者数やその職業の平

均年齢等も示している。就業者

数は国勢調査に基づくものであ

り、賃金や労働時間は賃金構造

基本調査（賃金センサス）に基

づくものである。 

 

「もっと詳しくはこちら」を

クリックすると、更に詳しい統

計を見ることができる。 

1.概要で就業者数、賃金、労

働時間、年齢について統計情報

をまとめて表示し、２.年齢段階

別の就業者数、3.都道府県別就

業者数、4. 所定内給与階級別労

働者数、5.産業別就業者数を示

している。 
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５．その他の機能  

キャリアマトリックスではこの他に、調べた職業を一時的に保存するマイリスト、1000 の

職業について、簡単な解説を行っている冊子である「職業レファレンスブック」をサイトの

中で見られる機能、ハローワーク等の近くの相談窓口を簡単に探すことができる「相談窓口

マップ検索」等の機能がある。以下、これらの機能の概要を説明する。 

人材活用シミュレーション

ステップ３ 現状の人材と今

後必要となる人材の比較を示し

ている。ここではスキルの途中

まで表示しているが、この下に

知識と仕事環境も表示される。

課業として具体的な仕事の内容

の違いがまず示され、続いてス

キルの面での違いが示されてい

る。スキル等の分類項目順に表

示することもできるが、画面で

は「差分順」として、足りない

と考えられるものから示されて

いる。「他者理解」、「サービス志

向」、「読む」、「説得」等が上位

にきている。「AV・通信機器組

立・修理工」が、「社会福祉施設

介護職員」の仕事をしようとす

れば、このようなところに大き

な差がみられることがわかる。
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第８章 目標達成状況 

 

１．システムとコンテンツ等に関する目標達成状況 

キャリアマトリックス開発の元となる厚生労働省の研究会報告のうち、官民職業情報検討

委員会では、職業情報データベースの構築について次のような基本的考えが示された。 

 

○官民職業情報検討委員会報告書（2001） 

・基礎的データベースの構築 

一定のまとまりとしての職業を単位に、その仕事内容、特徴、必要とされるスキル、能力、

経験、就業実態、労働条件、労働力需給、従事者の特性等の関連諸情報をデータベース化し、

様々な情報ニーズに応えることのできるシステムを構築 

・基礎的データベースを活用した支援システムの構築 

   基礎的データベースを核として種々の支援システムがリンクする体制を構築 

こうしたシステムの開発には官民の各機関が積極的に取り組むことが重要 

 

 また、職業能力開発関連情報のあり方に関する調査研究報告書では、労働市場におけるイ

ンフラストラクチャーとして、職業ハンドブックに次のような情報を充実させることが指摘

された。 

 

○職業能力開発関連情報のあり方に関する調査研究報告書（2001） 

・労働者個人のキャリア形成等に資する情報（モデル的なキャリア形成事例等）や就業に必要

な具体的な能力要件等の情報 

・特に、技術革新の進展等に伴い、労働者に求められる知識、技術の陳腐化が激しくなってき

ていることから、今後は、就業に必要な能力要件としての行動特性や思考特性を明確化でき

るような仕組みを整備していくことも重要 

 

 これらの指摘を踏まえ、厚生労働省の職業情報データベース検討会議（2002 年度）の検討

を経て、日本労働研究機構「人材の最適配置のための新たな職業の基盤情報システムに関す

る研究」（2003）では、企業内／外の労働市場において、個人、企業、職業紹介等を行う機関

が利用できる共通言語と共通の数値基準を備えるとともに、民間等の応用システムへ基礎的

な情報を提供することを目的とした職業情報提供システム開発内容の具体的検討が行われた。

キャリアマトリックスは、この検討結果に基づいて開発されたものである。 

システムの利用者、利用方法、コンテンツ、他システムとの連携、データ収集方法等に関

する上記研究における検討結果とキャリアマトリックスにおける実現状況は、次のとおりで

ある。 
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るよう工夫を加えたものである。 

職業記述で特筆されるのは、2008 年から提供を開始した各職業 10 程度の課業リストであ

る。課業リストは、第 1 課業に課業全体の総括を記述し、第 2 課業以下では課業の実施順あ

るいは重要度順で構造化した。課業レベルまで下りた職業情報の提供は世界でも類をみない。

一方、職業ハンドブック OHBY で登載されていた職業ごと数枚の写真やイラストは、画面容

量等の関係から、キャリアマトリックスにおいては、各職業 1 枚の写真の掲載にとどまった。 

 システムのコア要件として強調された共通数値基準については、各職業について 94 の統一

項目を設定し、Web調査により大量データを収集して、職業プロフィールとして数値化した。

これを各職業で提示するだけでなく、4 つの基幹システム（適職探索ナビ、キャリア分析ナ

ビ、人材採用支援システム、人材活用シミュレーション）において利用することにより、キ

ャリアマトリックスの多様な活用を可能にしたことは既述のとおりである。 

 各職業の労働条件等（就業者数、労働時間、賃金、平均年齢）については、定性記述に加

えて、総務省「国勢調査」、厚生労働省「賃金構造基本統計調査」の最新統計情報を掲載した。

併せて、関連リンクにおいて国の統計情報へリンクした。 

労働力需給については、関係団体へのヒアリング等により顕著な増減が考えられる場合は

職業解説で記述することにより対応した。正確な展望・予想は職業別の需給推計を別途行う

必要があり、同一システム内でどこまでの情報に対応するかについては、システム構築とメ

ンテナンスに関するコストと実現可能時期、情報の必須度から検討されなければならず、結

果として職業別需給推計についてはキャリアマトリックスでは対応していない。 

キャリア形成のためのキャリアルートについては、職業に就くまでのルートとともに、関

係団体ヒアリング等において就業後のキャリアルートを尋ね、明確になった場合には、「就く

には」のチャートに掲載した。ただし、職業全てに就業後のモデル的なルートを記載するま

でには至っていない。提供する全職業でモデルキャリアルートを描くためには、客観的デー

タの収集によるさらなる分析が必要である。 

 

（３）連携システム・相互利用システム・支援（応用）システム 

他システムとの連携については、システムのコア要件を設定した上で、コア要件でない部

分については他のインターネット上のサイトを連携させるとされた。 

キャリアマトリックスのコア要件は、職業ごとに共通項目を用意し、共通言語を用いて職

業解説を行うとともに、職業を横断する共通の数値基準を整備することにより、職業を検索

しそのプロフィールを描くことにある。このため、コア要件以外のものについては、各職業

の関連団体のサイトのほか、図表 8-3 のようなサイトにリンクしている。このリンクにより、

利用者がさらに詳しい情報を知りたい場合は、専門のサイトに容易にアクセスできるものと

した。 
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対
象
と
し
たW

eb

職
務
調
査
を

実
施
し
て
課
業(task)

リ
ス
ト
を
作
成
す
る

な
ど
、
正
確
さ
と
精
密
さ
を
期
し
た
。
一
つ

ひ
と
つ
の
職
業
に
つ
い
て
、
職
務
内
容
の
最

小
単
位
で
あ
る
課
業(task)

ま
で
を
提
供
し

て
い
る
の
は
、
あ
ま
た
の
職
業
情
報
の
中
で

も
、
新
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
み
で
あ

る
。新

キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
職
業
情
報

の
構
成
と
利
用
活
用
シ
ス
テ
ム
の
充
実
に
つ

い
て
は
図
の
と
お
り
で
あ
る
（
詳
細
は
後
述

の
「
新
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
研
究
開

発―

開
発
の
経
緯
と
コ
ア
機
能
」
参
照
）。

　新
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の

役
割

新
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
は
、
職
業
情

報
百
科
事
典
の
機
能
に
加
え
、
企
業
向
け
の

シ
ス
テ
ム
、
個
人
向
け
の
自
己
理
解
ツ
ー
ル

等
を
搭
載
し
た
総
合
的
職
業
情
報
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
で
あ
り
、
個
人
、
支
援
者
、
企
業
に

と
っ
て
、
次
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

―

最
大
級
の
総
合
的
職
業
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

新
版
公
開

　

若
者
と
企
業
向
け
機
能
を
強
化
、
職
業
情
報
に
課
業
リ
ス
ト
も

新
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
意
義

1.
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を
目
指
し
て
い
る
。

⑴
個
人
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
に
と
っ
て

新
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
で
充
実
さ
れ

た
職
業
情
報
は
、
各
職
業
に
つ
い
て
の
詳
細

な
理
解
を
支
援
す
る
。
ま
た
あ
る
職
業
か
ら

関
連
す
る
職
業
へ
の
検
索
の
拡
大
や
自
己
理

解
ツ
ー
ル
の
活
用
等
に
よ
る
職
業
発
見
は
、

柔
軟
で
現
実
的
な
職
業
選
択
を
行
う
こ
と
を

支
援
す
る
。
さ
ら
に
、
入
職
経
路
や
必
要
と

な
る
資
格
の
情
報
は
、
そ
の
職
業
に
就
く
た

め
の
目
標
を
明
確
化
す
る
こ
と
を
促
す
。

こ
の
よ
う
に
新
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス

は
、
職
業
を
選
択
し
、
実
際
に
職
業
に
就
く

た
め
の
活
動
を
行
う
際
の
羅
針
盤
と
し
て
大

い
に
活
用
し
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
進
路
指
導
を
担
当
す
る
教
師
、
キ
ャ

リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の
方
々
に
は
、

効
果
的
な
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
う
た

め
の
強
力
な
ツ
ー
ル
と
し
て
ご
活
用
頂
く
と

と
も
に
、
相
談
者
自
身
が
有
効
に
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
相
談
場
面
に
お
い
て

様
々
な
ご
助
言
等
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

⑵
企
業
の
人
材
確
保
等
に
と
っ
て

新
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
で
は
、
企
業

が
求
人
を
行
う
際
の
職
務
要
件
の
明
確
化
や

企
業
内
の
人
材
の
職
種
転
換
検
討
を
行
う
こ

と
も
支
援
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
見
か
け

離
れ
た
職
業
同
士
で
あ
っ
て
も
、
新
キ
ャ
リ

ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
で
用
意
さ
れ
た
職
業
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
比
較
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
多
く

の
項
目
に
お
い
て
必
要
と
す
る
能
力
に
差
が

な
か
っ
た
り
、
類
似
・
近
似
点
が
見
出
さ
れ

た
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
比
較

を
行
っ
た
後
に
必
要
な
教
育
訓
練
が
実
施
さ

れ
れ
ば
、
円
滑
な
職
種
転
換
を
行
う
こ
と
が

可
能
と
な
る
。

⑶
共
通
言
語
の
提
供

さ
ら
に
新
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
で
は
、

個
人
、
支
援
者
、
企
業
に
対
し
て
同
一
の
職

業
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
て
統
一
的
な

用
語
、
尺
度
で
職
業
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
、
職
業
情
報
の
共
通
言
語
化
を
図
っ

て
い
る
。
個
人
や
そ
の
支
援
者
が
用
い
る
用

語
の
意
味
と
企
業
が
用
い
る
用
語
の
意
味
が

違
え
ば
、
労
働
市
場
は
混
乱
す
る
。
新
キ
ャ

リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
が
個
人
、
支
援
者
、
企

業
に
対
し
て
共
通
に
提
供
し
た
情
報
が
労
働

市
場
で
共
有
化
さ
れ
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
同
じ
理
解
の
下
に
、
労
働
力
の
需
給
調

整
が
円
滑
に
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

働
く
意
欲
の
あ
る
す
べ
て
の
人
々
が
能
力

を
発
揮
す
る
全
員
参
加
の
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
変
化
し
続
け
る
労
働
市
場
の
中

で
、
個
人
に
と
っ
て
は
長
期
的
な
職
業
キ
ャ

リ
ア
の
形
成
が
、
企
業
に
と
っ
て
は
人
材
の

活
用
が
必
須
の
条
件
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

新
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
は
、
両
者
に
対

し
て
共
通
の
言
語
を
用
い
て
、
分
か
り
や
す

く
利
用
し
や
す
い
形
で
職
業
情
報
等
を
提
供

し
、
両
者
の
活
動
と
相
互
作
用
を
支
援
す
る

も
の
で
あ
り
、
労
働
市
場
に
お
け
る
イ
ン
フ

ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
と
し
て
、
関
係
各
般
か
ら

の
期
待
も
高
い
。

こ
の
よ
う
な
労
働
市
場
に
お
け
る
有
用
な

公
共
財
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
続
け
て
い

く
た
め
に
、
新
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
は
、

常
に
前
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
統
括
研
究
員
・
西
村
公
子
）

図　新キャリアマトリックスにおける職業情報の構成と利用活用
（注）網掛けの部分とアンダーラインの部分が新たに提供を開始した情報内容と機能
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キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
と
は
労
働
政
策

研
究
・
研
修
機
構
が
二
〇
〇
六
年
九
月
に
一

般
公
開
を
開
始
し
、
二
〇
〇
八
年
九
月
、
新

版
の
提
供
を
開
始
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
職
業
情
報
、
キ
ャ
リ
ア
情
報
の
提
供
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。
公
開
以
来
、
新
聞
、
雑
誌

で
取
り
上
げ
ら
れ
、
求
人
サ
イ
ト
に
バ
ナ
ー

が
設
置
さ
れ
た
り
、
大
学
就
職
部
、
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
紹
介
が

数
多
く
行
わ
れ
、
非
常
に
多
く
の
ア
ク
セ
ス

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
キ
ャ
リ

ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
に
関
し
て
、
研
究
開
発
の

経
緯
と
コ
ア
と
な
る
機
能
に
関
し
て
紹
介
し

て
い
く
こ
と
に
す
る
。

こ
の
種
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
米
国
労

働
省
が
開
発
し
て
い
るO

*N
ET

が
有
名
で

あ
る
。
本
シ
ス
テ
ム
同
様
、
職
業
を
多
面
的

に
数
値
化
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
提
供

し
て
い
る
。
米
国
労
働
省
で
は
こ
の

O
*N
ET

以
外
に
職
業
を
写
真
と
と
も
に
分

か
り
や
す
く
解
説
し
たO
ccupational 

outlook handbook(O
O
H
)

や
、
求
職

者
と
求
人
企
業
向
け
の
職
業
や
キ
ャ
リ
ア
に

関

す

る

ポ

ー

タ

ル

サ

イ

ト

C
areerInfoN

et

を
提
供
し
て
い
る
が
、

キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
は
こ
れ
ら
三
つ
を

統
合
し
て
提
供
し
て
い
る
サ
イ
ト
と
も
言
え

る
。職

業
情
報
を
提
供
す
る
サ
イ
ト
は
、
英
国
、

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
等
に
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
政
府
や
関
連
機
関
が
開
発
、
提
供
し
、
就

職
や
転
職
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
、
能
力
開
発
、

等
々
に
関
す
る
基
盤
と
な
る
情
報
と
な
っ
て

い
る
。
各
国
の
サ
イ
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色

が
あ
る
が
、
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
は
こ

れ
ら
諸
外
国
の
も
の
と
比
べ
て
も
、
最
大
級

の
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

１
．
開
発
の
経
緯
と
方
法

キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
研
究
開
発
は

二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
最
初

は
諸
外
国
の
参
考
と
な
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
調
査
研
究
を
行
っ
た
。
米
国
労
働
省
の

O
*N
E
T
や C

areerInfoN
et

を
始
め
と
し

て
、
英
国
のW

orkT
rain

、
ド
イ
ツ
の

B
E
R
U
F
E
net

、
フ
ラ
ン
ス
のR

O
M
E

、
ま

た
北
欧
で
はA

V
O

やA
M
S

等
々
、
国
や

そ
れ
に
準
ず
る
機
関
が
職
業
情
報
、
キ
ャ
リ

ア
情
報
の
開
発
と
提
供
を
行
っ
て
お
り
、
こ

の
状
況
を
調
査
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
三

年
三
月
の
厚
生
労
働
省
「
職
業
情
報
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
検
討
会
議
」
に
お
い
て
、
開
発
に
関

す
る
基
本
的
な
方
針
、
方
向
性
が
決
定
さ
れ

て
い
る
（
日
本
労
働
研
究
機
構
、
二
〇
〇
三

年
）。
こ
れ
を
受
け
二
〇
〇
三
年
か
ら
シ
ス

テ
ム
開
発
と
情
報
収
集
を
行
い
、
二
〇
〇
六

年
九
月
に
一
般
公
開
を
開
始
し
た
。
研
究
開

発
は
そ
の
後
も
続
い
て
お
り
、
二
〇
〇
八
年

九
月
に
新
「
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
」
を

公
開
し
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
開
発
は
学
識
経
験
者
、
関
係
団

体
、
大
学
高
校
教
員
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
、

厚
生
労
働
省
担
当
部
局
等
を
メ
ン
バ
ー
と
す

る
開
発
委
員
会
に
お
い
て
、
開
発
方
針
や
方

向
性
を
決
定
し
、
当
機
構
研
究
員
と
シ
ス
テ

ム
開
発
会
社
の
技
術
者
で
構
成
さ
れ
る
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
、
開
発

の
詳
細
な
検
討
と
試
作
、
検
証
等
を
行
い
、

順
次
開
発
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
会
議
は
ほ
ぼ
毎

週
行
い
、
こ
れ
ま
で
に
二
〇
〇
回
近
く
に

な
っ
て
い
る
。

開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
は
専
門
機
関
の
ユ
ー

ザ
ビ
リ
テ
ィ
テ
ス
ト
に
よ
る
評
価
も
受
け
て

い
る
。
こ
の
評
価
は
シ
ス
テ
ム
を
一
般
の
利

用
者
に
実
際
に
使
用
し
て
も
ら
い
、
画
面
や

操
作
性
に
問
題
が
無
い
か
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
専
門
家
に
評
価
い

た
だ
く
も
の
で
あ
る
。
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
テ

ス
ト
で
問
題
点
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、
検
討

し
シ
ス
テ
ム
を
修
正
し
て
き
た
。
ま
た
、
公

開
前
に
は
関
係
者
、関
係
団
体
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
等
に
事
前
に
限
定
公
開
し
、
最
終
の
確
認

を
行
う
と
と
も
に
意
見
等
を
聞
い
て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
シ
ス
テ
ム
に

関
し
て
は
以
上
の
よ
う
に
開
発
を
進
め
て
き

た
が
、
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
情
報
内

容
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
収
集
と
整
理
に
関
し
て

は
次
の
三
つ
の
方
法
で
行
っ
て
き
た
。
第
一

が
所
内
の
既
存
資
料
の
活
用
で
あ
る
。
当
機

構
で
は
一
九
八
〇
年
代
か
ら
『
職
業
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
』
と
し
て
冊
子
や
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
に

よ
る
職
業
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
が
、

こ
の
冊
子
編
集
の
基
礎
と
な
る
情
報
を
蓄
積
、

整
理
し
て
き
た
。
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス

に
お
い
て
も
こ
の
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
た
関

連
資
料
や
情
報
を
活
用
し
て
い
る
。
第
二
の

方
法
が
関
連
団
体
の
訪
問
で
あ
る
。
職
業
に

は
そ
れ
ぞ
れ
関
連
す
る
協
会
等
団
体
が
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
組
織
を
訪
問
し
、
最
近
の

状
況
を
調
査
し
て
い
る
。
情
報
収
集
の
た
め

に
訪
問
し
た
団
体
は
約
六
〇
〇
カ
所
に
の
ぼ

り
、
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
で
手
分

け
し
て
行
っ
た
。
関
係
団
体
で
は
仕
事
の
場

面
の
写
真
等
の
提
供
を
い
た
だ
い
た
り
、
場

合
に
よ
っ
て
は
事
業
所
等
を
紹
介
し
て
も
ら

い
、
そ
の
職
場
で
職
業
の
写
真
を
撮
影
し
た

り
し
て
い
る
。
ま
た
、
関
係
団
体
に
は
職
業

情
報
の
解
説
文
等
の
確
認
も
行
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
第
三
の
方
法
がW

eb

調
査
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
にW

eb

調
査
モ
ニ
タ
ー

三
〇
〇
万
人
近
く
に
現
在
の
職
業
を
聞
き
、

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
な
か
で
開
発
し
た

「W
eb

職
務
分
析
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
り
、

職
務
や
仕
事
の
内
容
を
詳
細
に
調
査
し
て
い

る
。W

eb

調
査
で
は
、
職
業
毎
に
用
意
し

た
課
業（task

）を
実
際
に
仕
事
の
中
で
行
っ

て
い
る
か
を
聞
き
、
ま
た
、
用
意
し
た
も
の

以
外
に
課
業
が
あ
る
場
合
は
そ
れ
を
自
由
記

述
に
よ
り
追
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
新

キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
は
全
約
五
〇
〇
職

業
の
課
業
リ
ス
ト
を
提
供
し
て
い
る
が
、
こ

の
課
業
は
案
を
作
成
し
、
そ
れ
を
実
際
の
就

業
者
に
確
認
し
て
も
ら
い
、
必
要
な
修
正
や

追
加
を
行
う
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
、

作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
ス
キ
ル
、
知
識
、

仕
事
環
境
は
全
体
で
九
四
カ
テ
ゴ
リ
に
な
る

が
、
こ
れ
に
関
し
て
も
実
際
の
仕
事
場
面
で

は
ど
う
か
を
五
段
階
で
評
定
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
全
職
業

に
は
職
業
を
多
面
的
に
数
値
化
し
た
「
職
業

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」
が
あ
る
が
、
こ
の
数
値
は

新
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
研
究
開
発

2.
―

開
発
の
経
緯
と
コ
ア
機
能
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こ
の
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
た
実
際
の
就
業
者

の
評
定
を
集
計
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

W
eb

職
務
調
査
で
は
こ
れ
以
外
に
、
持
っ

て
い
る
免
許
や
資
格
（
選
択
と
自
由
記
述
に

よ
る
追
加
）、
年
齢
、
性
別
、
学
歴
、
訓
練
歴
、

収
入
等
の
属
性
を
調
べ
て
い
る
。

今
回
、
伝
統
的
な
職
務
分
析
の
方
法
で
は

な
く
、
上
記
の
よ
う
なW

eb

調
査
を
使
用

し
た
背
景
に
は
、
現
実
的
問
題
と
し
て
伝
統

的
な
職
務
分
析
の
実
施
が
困
難
で
あ
っ
た
と

い
う
事
情
が
あ
る
。
従
来
の
職
務
分
析
を
多

く
の
職
業
に
関
し
て
行
う
こ
と
は
多
大
な
コ

ス
ト
を
要
す
る
。
職
務
分
析
者
を
養
成
し
、

そ
の
人
が
各
職
業
の
職
場
を
訪
問
し
調
査
を

行
う
た
め
、
莫
大
な
育
成
費
・
人
件
費
・
時

間
が
必
要
と
な
る
。
こ
う
し
た
制
約
か
ら
日

本
で
は
第
二
次
大
戦
後
の
一
時
期
、
大
規
模

な
職
務
分
析
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
は
行

わ
れ
て
い
な
い
。
米
国
に
お
い
て
も
各
地
の

職
務
分
析
セ
ン
タ
ー
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
従
来
の
伝
統
的

な
職
務
分
析
の
方
法
に
よ
る
職
業
に
関
す
る

デ
ー
タ
収
集
は
国
内
外
を
問
わ
ず
実
施
不
可

能
な
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、W

eb

職
務
分
析
シ
ス
テ
ム
は
情
報
を
収
集
す
る
手

段
と
し
て
、
大
き
な
役
割
を
担
う
も
の
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
形
で
職
業
毎
の
情
報

が
収
集
で
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
今
後
同
種

の
情
報
を
収
集
す
る
際
に
様
々
な
活
用
が
可

能
で
あ
る
。W

eb

調
査
は
所
要
時
間
も
短

縮
で
き
、
各
職
場
、
各
職
業
で
起
こ
っ
て
い

る
状
況
を
逐
一
情
報
収
集
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
大
規
模
な
デ
ー
タ
収
集
が
短
時
間
に
低

コ
ス
ト
で
実
施
で
き
る
意
義
は
大
き
い
。
総

計
約
三
〇
〇
万
人
近
く
のW

eb

モ
ニ
タ
ー

を
使
っ
た
職
業
情
報
の
収
集
は
、
他
の
諸
外

国
で
も
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
新
た
な
職
業
収

集
の
手
法
を
開
発
し
た
点
も
本
研
究
開
発
の

意
義
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

２ 

．
新
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
内
容

―
 

ト
ッ
プ
画
面
と
職
業
情
報
画
面

図
１
に
キ
ャ
リ
ア
マ

ト
リ
ッ
ク
ス
の
ト
ッ
プ

画
面
を
示
し
た
。
中
央

に
利
用
者
別
メ
ニ
ュ
ー

が
あ
る
。
新
キ
ャ
リ
ア

マ
ト
リ
ッ
ク
ス
で
は
若

年
向
け
の
機
能
や
企
業

の
人
事
担
当
者
向
け
の

機
能
を
充
実
さ
せ
、「
求

職
者
、在
職
者
」、「
生
徒
、

学
生
、
若
者
」、「
教
育
、

キ
ャ
リ
ア
相
談
担
当
」、

「
企
業
の
人
事
担
当
」

向
け
に
そ
れ
ぞ
れ
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
よ

り
的
確
な
情
報
提
供
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い

る
。利

用
者
別
メ
ニ
ュ
ー

の
下
に
は
キ
ャ
リ
ア
マ

ト
リ
ッ
ク
ス
の
ツ
ー
ル

が
並
ん
で
い
る
が
、

ツ
ー
ル
は
職
業
理
解
、

自
己
理
解
、
人
材
管
理

に
ま
と
め
ら
れ
る
。「
職

業
理
解
」
に
は
職
業
検

図１　新キャリアマトリックスのトップ画面
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索
と
職
業
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ジ
ョ
ブ
タ
ウ
ン
が

あ
る
。
職
業
検
索
は
フ
リ
ー
ワ
ー
ド
検
索
、

職
業
分
野
、
テ
ー
マ
、
職
業
名
等
か
ら
職
業

を
検
索
す
る
も
の
で
あ
る
。
職
業
ギ
ャ
ラ

リ
ー
は
今
回
新
た
に
提
供
を
始
め
た
も
の
で

あ
る
が
、
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
に
収
録

さ
れ
て
い
る
職
業
の
写
真
を
一
覧
表
示
し
、

そ
れ
を
見
て
、
関
心
の
あ
る
職
業
を
調
べ
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ジ
ョ
ブ
タ
ウ
ン
は
仮

想
の
街
並
み
の
よ
う
な
画
面
か
ら
そ
こ
で
働

く
職
業
を
探
す
も
の
で
あ
る
。
職
業
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
ジ
ョ
ブ
タ
ウ
ン
は
新
キ
ャ
リ
ア
マ
ト

リ
ッ
ク
ス
で
提
供
を
開
始
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
学
生
や
若
者
が
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
気
楽
に
興
味
を
持
っ
て
、
職
業
情
報

に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
開
発
し
た
も

の
で
あ
る
。

「
自
己
理
解
」
の

適
職
探
索
ナ
ビ
は
興

味
、
ワ
ー
ク
ス
タ
イ

ル
（
価
値
観
）、
ス

キ
ル
な
ど
か
ら
、
自

分
に
向
い
た
職
業
を

探
索
す
る
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
は
以
前
か

ら
提
供
し
て
い
た
機

能
で
あ
る
。
自
分
の

興
味
や
ワ
ー
ク
ス
タ

イ
ル
か
ら
職
業
を
検

索
で
き
る
が
、
こ
の

根
拠
はW

eb

調
査

で
収
集
し
た
現
職
者

の
デ
ー
タ
で
あ
る
。

キ
ャ
リ
ア
分
析
ナ
ビ

に
は
操
作
の
容
易
な

ベ
ー
シ
ッ
ク
版
と

様
々
な
設
定
が
行
え

る
ア
ド
バ
ン
ス
版
が

あ
る
。
い
ず
れ
も
こ

れ
ま
で
の
職
歴
か
ら

身
に
付
い
て
い
る
ス

キ
ル
や
知
識
を
推
定

し
、
そ
れ
に
合
っ
た

職
業
や
ア
ピ
ー
ル
ポ

イ
ン
ト
（
自
分
の
強

み
）
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
キ
ャ
リ
ア

分
析
ナ
ビ
も
以
前
か

ら
提
供
し
て
い
た
機

能
で
あ
る
が
、
操
作

図２　キャリアマトリックスの職業情報画面例
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面
等
、
か
な
り
改
良
を
加
え
、
よ
り
ス
ム
ー

ズ
に
的
確
に
操
作
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

こ
こ
で
過
去
の
職
業
か
ら
ス
キ
ル
や
知
識
を

推
定
で
き
る
の
も
、W

eb

調
査
に
よ
る
実

際
の
就
業
者
の
デ
ー
タ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
人
材
管
理
」
の
二
つ
の
シ
ス
テ
ム
は
今

回
新
た
に
開
発
し
、
提
供
を
開
始
し
た
も
の

で
あ
る
。「
人
材
採
用
支
援
シ
ス
テ
ム
：
職

務
要
件
の
作
成
」 
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
マ
ト

リ
ッ
ク
ス
の
約
五
〇
〇
の
職
業
情
報
を
元
に
、

職
務
要
件
（
仕
事
内
容
、
必
要
な
ス
キ
ル
や

知
識
、
等
々
）
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
で
き

る
。「
人
材
活
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
：
職

種
転
換
の
検
討
」
で
は
社
内
や
地
域
の
人
材

の
状
況
と
、
今
後
必
要
と
な
る
人
材
を
客
観

的
に
比
較
し
、
人
材
の
活
用
、
人
材
の
開
発

等
が
検
討
で
き
る
。
こ
の
「
人
材
採
用
支
援

シ
ス
テ
ム
：
職
務
要
件
の
作
成
」
と
「
人
材

活
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
：
職
種
転
換
の
検

討
」
の
背
景
デ
ー
タ
と
し
て
も
、W

eb

調

査
の
結
果
を
利
用
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
中
央
の
主
要
機
能
以
外
に
ト
ッ
プ

画
面
左
側
で
は
、今
週
の
職
業
、今
週
の
テ
ー

マ
を
週
替
わ
り
で
表
示
し
て
い
る
。
そ
の
下

に
は
シ
ス
テ
ム
全
体
の
メ
ニ
ュ
ー
を
一
覧
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
左
側
の
メ
ニ
ュ
ー

の
中
に
相
談
窓
口
マ
ッ
プ
検
索
が
あ
る
。
こ

れ
は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
関
連
機
関

を
検
索
し
、
地
図
上
で
示
す
も
の
で
あ
る
。

キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
が
、
サ
イ
ト
か
ら

の
情
報
だ
け
に
頼
る
こ
と
な
く
、
関
係
者
や

専
門
家
に
会
っ
て
相
談
し
た
り
、
実
際
の
職

場
を
訪
問
す
る
等
、
ネ
ッ
ト
以
外
の
情
報
も

積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
た
た
め
で
あ
る
。

画
面
右
側
で
は
、
求
人
求
職
、
キ
ャ
リ
ア

ガ
イ
ダ
ン
ス
等
の
分
野
に
お
け
る
最
近
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
を
週
替
わ
り
で
表
示
し
、
そ
の
下

に
は
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ

る
。
こ
れ
は
い
つ
も
表
示
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
が
、
利
用
目
的
等
様
々
な
こ
と
を
聞
き
、

今
後
の
シ
ス
テ
ム
開
発
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
下
に
過
去

一
週
間
に
よ
く
見
ら
れ
た
職
業
を
ラ
ン
キ
ン

グ
表
示
し
て
い
る
。

図
２
に
職
業
情
報
の
画
面
例
を
示
し
た
。

シ
ス
テ
ム
か
ら
提
供
し
て
い
る
約
五
〇
〇
職

業
の
職
業
情
報
は
、
職
業
情
報
の
概
要
を
写

真
と
と
も
に
示
し
た
「
ど
ん
な
職
業
か
」、

そ
の
職
業
に
就
く
経
路
を
示
し
た
「
就
く
に

は
」、
就
業
者
数
や
労
働
時
間
、
平
均
賃
金

等
を
表
示
す
る
「
労
働
条
件
の
特
徴
」、
職

業
の
特
徴
を
数
値
化
し
た
「
職
業
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
」、
類
似
職
業
や
関
連
団
体
の
サ

イ
ト
の
紹
介
、
そ
し
て
、
職
業
の
映
像
情
報

を
提
供
す
る
ジ
ョ
ブ
ジ
ョ
ブ
ワ
ー
ル
ド
へ
の

リ
ン
ク
等
を
提
供
す
る
「
参
考
情
報
」
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
る
。「
ど
ん
な
職
業
か
」
に

お
い
て
今
回
新
た
に
全
約
五
〇
〇
職
業
の
課

業(task)

リ
ス
ト
を
提
供
し
て
い
る
。

３ 

．
新
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス

の
コ
ア
機
能

キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
か
ら
提
供
す
る

具
体
的
な
内
容
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、

こ
の
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
基
盤
と
な

る
機
能
、
コ
ア
と
な
る
機
能
は
次
の
よ
う
に

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
標
準
と
な
る
職
業
情
報
／
キ
ャ

リ
ア
情
報
の
提
供
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ま

で
の
蓄
積
の
上
に
関
係
団
体
約
六
〇
〇
カ
所

を
訪
問
し
、
ま
た
三
〇
〇
万
人
近
く
の

W
eb

調
査
モ
ニ
タ
ー
を
使
い
、
実
際
の
就

業
者
か
ら
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
き
た
本
シ
ス

テ
ム
は
、
求
人
求
職
、
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン

ス
、
能
力
開
発
、
人
材
管
理
等
関
係
分
野
に
、

基
準
と
な
る
し
っ
か
り
と
し
た
情
報
を
提
供

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
職
業
情
報
の

提
供
で
は
欧
米
に
立
ち
遅
れ
て
き
た
我
が
国

で
あ
る
が
、
よ
う
や
く
本
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

充
実
し
た
情
報
内
容
と
信
頼
性
に
お
い
て
世

界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
米
国
労
働
省
の
諸
シ

ス
テ
ム
に
匹
敵
す
る
も
の
と
な
っ
て
き
て
い

る
。第

二
に
、
標
準
と
な
る
関
係
ツ
ー
ル
の
提

供
が
あ
る
。
求
職
者
個
人
向
け
の
自
己
診
断

や
キ
ャ
リ
ア
分
析
、
ま
た
求
人
企
業
向
け
の

人
材
採
用
や
人
材
活
用
を
提
供
す
る
ツ
ー
ル

を
提
供
し
て
い
る
が
、
実
際
の
就
業
者
か
ら

の
情
報
を
も
と
に
、
根
拠
の
あ
る
ツ
ー
ル
を

提
供
し
て
い
る
点
に
お
い
て
も
、
キ
ャ
リ
ア

マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
ツ
ー
ル
は
標
準
と
な
る

ツ
ー
ル
、
基
準
と
な
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。 

第
三
に
、
共
通
言
語
、
共
通
基
準
の
提
供

が
あ
る
。
共
通
言
語
、
共
通
基
準
と
は
、
共

通
の
職
業
名
と
共
通
の
番
号
（
こ
れ
は
職
業

分
類
と
い
え
る
）、
ス
キ
ル
、
知
識
、
仕
事

環
境
等
、
関
連
す
る
用
語
の
共
通
化
、
ま
た
、

ス
キ
ル
、
知
識
、
仕
事
環
境
等
の
基
準
の
共

通
化
、
例
え
ば
○
○
の
ス
キ
ル
が
こ
の
程
度

等
が
あ
る
。
共
通
の
用
語
の
部
分
は
将
来
的

に
は
「
標
準
ス
キ
ル
分
類
」、「
標
準
知
識
分

類
」、「
標
準
仕
事
環
境
分
類
」
等
々
と
し
て
、

制
定
さ
れ
広
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
。
こ
の
共
通
言
語
や
共
通
基
準
は
や

や
抽
象
的
な
感
じ
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
か
つ
て
の
「
厚
生
労
働
省
編
一
般
職
業

適
性
検
査
（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
）」
の
適
性
能
（
Ｇ
、Ｖ
、

Ｎ
、
Ｑ
、
Ｓ
、
Ｐ
、
Ｋ
、
Ｆ
、
Ｍ
）
は
適
性

面
か
ら
共
通
言
語
、
共
通
基
準
を
提
供
し
て

い
た
も
の
と
言
え
る
。
ま
た
、
ホ
ラ
ン
ド
の

職
業
興
味
の
分
類
に
お
け
る
Ｒ
、Ｉ
、Ａ
、Ｓ
、

Ｅ
、
Ｃ
は
米
国
に
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
諸
国
で

も
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
国
際

的
な
職
業
興
味
の
標
準
分
類
と
な
っ
て
い
る

と
い
え
る
。
そ
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ

ク
ス
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス
タ
ー
ト

の
際
、
参
考
と
し
た
米
国
労
働
省 O

*N
E
T

に
お
い
て
も
、
シ
ス
テ
ム
の
目
的
を

com
m
on language

（
共
通
言
語
）
の
提
供

と
し
て
お
り
、
同
じ
趣
旨
で
開
発
が
行
わ
れ

て
い
る
。

新
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
で
は
、
共
通

言
語
、
共
通
基
準
と
し
て
、
ス
キ
ル
三
五
カ

テ
ゴ
リ
、
知
識
三
三
カ
テ
ゴ
リ
、
興
味
六
カ

テ
ゴ
リ
、
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
六
カ
テ
ゴ
リ
、

仕
事
環
境
一
四
カ
テ
ゴ
リ
、
計
九
四
カ
テ
ゴ

リ
に
関
し
て
そ
れ
ぞ
れ
カ
テ
ゴ
リ
を
定
義
し
、

そ
の
カ
テ
ゴ
リ
毎
の
基
準
と
な
る
数
値
が

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
て
い
る
。
約
五
〇
〇

の
職
業
に
対
し
て
（
行
）、
そ
れ
ぞ
れ
約
一

－245－
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一
〇
月
二
五
、
二
六
の
両
日
、
宮
城
県
仙

台
市
の
東
北
大
学
で
開
か
れ
た
日
本
キ
ャ
リ

ア
教
育
学
会
で
、「
職
業
情
報
の
新
し
い
展
開

（
新
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
）――

若
者
・

在
職
者
・
企
業
の
た
め
の
生
涯
キ
ャ
リ
ア
発

達
支
援
」と
題
す
る
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
司

会　

吉
田
修
・
特
任
教
授
）
が
学
会
二
日
目

に
開
か
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
当
機
構
が
今
秋
公
開

し
た
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
改
訂
版
の
構

造
や
機
能
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
学
校
か

ら
職
場
ま
で
の
実
践
場
面
で
の
活
用
の
助
け

と
な
る
た
め
の
情
報
提
供
と
、
参
加
者
と
の

討
議
を
目
的
に
開
か
れ
た
も
の
。
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
冒
頭
、
松
本
真
作
・
副
統
括
研
究
員

が
新
し
く
な
っ
た
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス

の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
ま
た
石
井
徹
・
Ａ

Ｒ
が
主
に
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

紹
介
し
た
。

そ
の
後
、
〇
六
年
の
公
開
時
か
ら
、
キ
ャ

リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
を
活
用
し
て
い
る
三
人

の
出
席
者
か
ら
、
現
在
の
活
用
方
法
を
報
告

い
た
だ
き
、
新
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
に

対
す
る
期
待
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

求
め
ら
れ
る
人
材
像
を

再
分
析
で
き
る

企
業
に
お
け
る
人
材
活
用
や
組
織
活
性
化

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
長
く
携
わ
っ
て
き

た
（
株
）
ア
ス
ピ
レ
ッ
ク
ス
町
田
秀
樹
代
表

取
締
役
は
、
日
本
企
業
の
経
営
に
お
け
る
重

キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

Ｉ
ｎ 

仙
台

〇
〇
個
の
数
値
（
列
）、
合
計
で
五
万
近
い

数
値
が
行
列
と
し
て
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。「
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
」
と

い
う
名
称
は
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
に
「
基
盤
」
と

し
て
の
意
味
が
あ
る
た
め
、
就
職
、
転
職
、

キ
ャ
リ
ア
開
発
、
能
力
開
発
等
の
基
盤
と
し

て
の
情
報
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
ま
た
、
中
に

収
録
さ
れ
て
い
る
数
値
情
報
が
、「
行
列
」
す

な
わ
ち
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
と
な
っ
て
い
る
こ
と

に
由
来
し
て
い
る
。

第
四
に
、
シ
ス
テ
ム
の
情
報
収
集
機
能
も

基
盤
機
能
、
コ
ア
機
能
の
一
つ
と
し
て
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に

研
究
開
発
の
過
程
でW

eb

職
務
分
析
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
、
三
〇
〇
万
人
近
いW

eb

調
査
モ
ニ
タ
ー
を
使
っ
て
実
際
の
就
業
者
か

ら
の
情
報
を
収
集
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

大
規
模
な
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る
例
は
諸

外
国
を
含
め
他
に
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
情

報
収
集
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
ツ
ー
ル

で
は
客
観
的
な
根
拠
の
あ
る
結
果
を
提
示
す

る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
情
報
を
も
と
に
職
業

を
検
索
し
た
り
、
職
業
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
し

て
職
業
を
多
面
的
に
数
値
化
し
表
示
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
は
一
般

公
開
以
降
、
膨
大
な
ア
ク
セ
ス
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
ア
ク
セ
ス
を
集
計
、
解
析
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
も
様
々
な
こ
と
が
わ
か
る
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
表
示
し
て
い
る
「
職
業
ア

ク
セ
ス
ラ
ン
キ
ン
グ
」
は
過
去
一
週
間
に
ど

の
よ
う
な
職
業
が
閲
覧
さ
れ
た
か
を
集
計
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
、
ど
の
よ
う

な
職
業
に
関
心
が
持
た
れ
て
い
る
か
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
九
月
か
ら
一
般
公
開
を
開
始
し
た
新

キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
で
は
企
業
の
人
材

採
用
、
人
材
活
用
、
人
材
開
発
を
支
援
す
る

機
能
を
提
供
し
て
い
る
が
、
こ
の
利
用
を
集

計
し
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
産
業
界
が
今

ど
の
よ
う
な
人
材
に
関
心
を
持
ち
、
ど
の
よ

う
な
人
材
を
必
要
と
し
て
い
る
か
、
人
材
を

ど
の
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
か
等
々
、

全
般
的
な
傾
向
と
そ
の
動
向
を
知
る
こ
と
も

で
き
る
。

４
．
今
後
の
研
究
開
発

新
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
役
割
は
情

報
提
供
で
あ
る
。
情
報
提
供
を
通
じ
て
社
会
、

個
人
双
方
が
よ
り
適
切
に
動
き
、
そ
れ
に

よ
っ
て
人
材
の
最
適
配
置
、
人
材
の
活
用
、

的
確
な
就
職
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
役
割
を
果
た

す
た
め
に
は
利
用
を
広
げ
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
先
に
述
べ
た
共
通
言
語
が
普
及
し
定
着

す
る
た
め
に
は
新
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス

が
よ
り
広
く
知
ら
れ
、
よ
り
広
く
利
用
さ
れ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
は
周
知
、
普

及
等
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
提
供
す
る
情
報
は
最
新
か
つ
正
確

な
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め

に
も
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
の
更
新
・
充
実
は
重

要
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
か
ら
提
供
し
て
い
る

各
種
の
ツ
ー
ル
も
、
充
実
、
強
化
し
、
よ
り

良
い
も
の
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
こ
と

も
必
要
で
あ
る
。

キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
は
以
下
の
サ
イ

ト
か
ら
、
二
四
時
間
三
六
五
日
無
料
で
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
二
つ
の
サ
イ
ト

は
相
互
に
ミ
ラ
ー
サ
イ
ト
と
し
て
同
じ
内
容

を
提
供
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ア
ク
セ
ス
集

中
時
の
負
荷
分
散
と
と
も
に
、
万
が
一
、
片

方
の
シ
ス
テ
ム
が
止
ま
っ
た
場
合
も
他
方
か

ら
通
常
通
り
情
報
提
供
が
継
続
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

数
年
前
に
ヒ
ッ
ト
し
た
Ｓ
Ｆ
映
画
『
マ
ト

リ
ッ
ク
ス
』
三
部
作
の
三
作
目
、
完
結
編
は

『
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
・
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
』

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
あ
っ
た
。
キ
ャ
リ
ア
マ

ト
リ
ッ
ク
ス
も
情
報
の
収
集
方
法
、
情
報
の

提
供
方
法
、
今
後
の
研
究
面
で
の
様
々
な
展

開
の
可
能
性
等
々
を
考
え
る
と
革
新
的
な
大

変
革
を
も
た
ら
し
、
今
後
も
そ
れ
が
続
い
て

い
く
と
言
え
る
。
二
〇
〇
八
年
の
新
版
公
開

がreloaded

で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
今
後

の
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
は

revolutions

で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

http://cm
x.vrsys.net

http://cm
x.hrsys.net

（
副
統
括
研
究
員　

松
本
真
作
）

【
引
用
文
献
】

調
査
研
究
報
告
書
№
一
五
一
『
人
材
の
最
適
配
置
の
た
め

の
新
た
な
職
業
の
基
盤
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研
究

―

企
業
・
個
人
ニ
ー
ズ
調
査
、
諸
外
国
の
シ
ス
テ
ム
、

翻
訳
実
験
版
の
開
発
、
他
』　

日
本
労
働
研
究
機
構
二

〇
〇
三
年
一
月

3.

―
―

日
本
キ
ャ
リ
ア
教
育
学
会
で
開
催

－246－
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要
課
題
と
し
て
、
人
材
育
成
の
ウ
エ
ー
ト
が

高
ま
っ
て
い
る
と
強
調
し
た
。

企
業
は
こ
れ
ま
で
の
売
り
上
げ
重
視
か
ら

収
益
重
視
に
ス
タ
ン
ス
を
移
す
な
か
、
新
規

事
業
、
新
製
品
、
新
規
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に

力
点
を
置
い
て
い
る
と
指
摘
。
そ
の
た
め
、

「
優
秀
な
人
材
を
い
か
に
確
保
す
る
か
が
最

大
の
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
語
る
。

こ
れ
は
日
本
企
業
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、

韓
国
、
台
湾
、
中
国
の
成
長
企
業
も
異
口
同

音
に
優
秀
な
人
材
の
確
保
が
、
企
業
が
成
長

す
る
か
否
か
の
カ
ギ
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

た
だ
、
そ
の
人
材
に
求
め
ら
れ
る
能
力
に

つ
い
て
は
、
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
て
い
て

は
い
け
な
い
と
主
張
。「
従
来
の
自
動
車
販

売
会
社
（
デ
ィ
ー
ラ
ー
）
の
営
業
マ
ン
と
い

う
と
、
訪
問
販
売
で
、
一
日
に
何
件
回
っ
た

か
と
い
う
ノ
ル
マ
が
重
視
さ
れ
た
が
、
今

デ
ィ
ー
ラ
ー
に
求
め
ら
れ
、
一
番
効
率
が
上

が
る
の
は
、
顧
客
満
足
度
を
上
げ
る
こ
と
。

ど
う
い
っ
た
人
が
ハ
イ
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
か

と
い
う
と
、
顧
客
に
対
し
て
聞
き
上
手
で
、

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
よ
く
、
明
る
く
、
真
摯
な

姿
勢
と
い
っ
た
『
お
も
て
な
し
の
心
』
が
重

視
さ
れ
て
き
て
お
り
、
従
来
の
人
材
像
と
は

異
な
る
。
こ
う
し
た
ス
キ
ル
は
整
備
士
に
も

求
め
ら
れ
る
も
の
だ
。
顧
客
満
足
度
を
重
視

す
る
整
備
士
が
営
業
に
あ
た
っ
て
も
い
い
こ

と
に
な
る
」
と
述
べ
、
実
際
に
職
種
転
換
す

る
ケ
ー
ス
も
出
て
き
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
営
業
マ
ン
を
ス
テ
レ
オ
タ

イ
プ
化
せ
ず
、
仕
事
の
実
際
の
中
身
に
つ
い

て
、
課
業
（
タ
ス
ク
）
や
能
力
ま
で
分
解
し

て
い
く
と
、
異
な
る
人
材
像
が
浮
か
び
上
が

る
。
新
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
で
は
、
仕

事
を
課
業
や
能
力
に
ま
で
分
け
て
表
示
す
る

機
能
が
付
加
さ
れ
た
。
こ
れ
を
生
か
せ
ば
、

実
際
に
求
め
ら
れ
て
い
る
課
業
や
能
力
を
分

析
し
、
仕
事
の
効
率
化
に
結
び
つ
け
る
ツ
ー

ル
と
し
て
活
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
述

べ
た
。

「
当
た
る
」
診
断
テ
ス
ト
で
動
機

づ
け

全
校
生
徒
七
二
〇
人
に
キ
ャ
リ
ア
マ
ト

リ
ッ
ク
ス
を
使
っ
た
進
路
指
導
を
行
っ
て
い

る
東
京
都
立
晴
海
総
合
高
等
学
校
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
千
葉
吉
裕
氏
。
適
職
探
索

ナ
ビ
を
使
っ
た
、本
人
の
診
断
テ
ス
ト
は「
よ

く
当
た
る
」
と
い
う
。
診
断
テ
ス
ト
は
進
路

指
導
だ
け
で
な
く
、
科
目
を
選
択
さ
せ
る
際

に
も
活
用
し
て
い
る
。「
教
師
の
教
育
的
な

演
技
は
見
抜
か
れ
て
し
ま
う
が
、
当
て
て
あ

げ
れ
ば
、
生
徒
と
の
間
に
す
ぐ
信
頼
関
係
が

で
き
る
」
と
、
そ
の
効
用
を
語
る
。

「
入
口
で
引
き
つ
け
、
自
分
の
こ
と
が
わ

か
る
と
、
職
業
に
対
し
て
非
常
に
興
味
を
持

ち
始
め
、
自
分
に
合
っ
た
職
業
を
探
し
始
め

る
。
そ
の
後
、
家
庭
で
こ
の
サ
イ
ト
の
こ
と

を
話
し
、
家
族
に
も
テ
ス
ト
し
て
も
ら
う
こ

と
も
あ
る
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な
形
に
な
っ

て
い
け
ば
、
こ
の
サ
イ
ト
は
定
着
し
、
広
が

り
が
生
ま
れ
て
く
る
」（
千
葉
氏
）。
全
国
高

等
学
校
進
路
指
導
協
議
会
の
事
務
局
長
も
務

め
る
同
氏
は
、
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
を

進
路
指
導
の
先
生
に
積
極
的
に
薦
め
て
い
る
。

「
本
当
に
い
い
サ
イ
ト
を
紹
介
し
て
も
ら
っ

た
」
と
感
謝
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

職
業
情
報
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に

大
学
生
や
若
者
を
は
じ
め
、
様
々
な
人
へ

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
適
性
相
談
な
ど
を
行

う
「
こ
こ
ろ
と
キ
ャ
リ
ア
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
オ
フ
ィ
ス
結
」
の
山
本
公
子
代
表
は
、
若

者
の
仕
事
に
関
す
る
情
報
に
は
「
か
な
り
偏

り
が
あ
る
」
と
み
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
若

者
は
民
間
の
就
職
情
報
サ
イ
ト
を
利
用
し
て

い
る
が
、
こ
う
し
た
情
報
の
大
半
は
企
業
が

発
信
元
。
た
と
え
ば
あ
る
若
者
が
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
、
民
間
の
就
職
情
報
を
み
て
も
、
全

体
像
は
見
え
に
く
い
。
そ
の
点
、
キ
ャ
リ
ア

マ
ト
リ
ッ
ク
ス
で
は
、
そ
の
職
業
情
報
だ
け

で
な
く
、
自
己
理
解
の
支
援
、
意
思
決
定
・

行
動
の
支
援
、
さ
ら
に
関
係
団
体
の
情
報
も

あ
り
、「
全
体
像
が
見
え
て
く
る
」（
山
本
代

表
）。実際

、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
ャ
ー

の
新
卒
求
人
は
少
な
い
。
し
か
し
、「
ま
ず
具

体
的
に
踏
み
出
す
た
め
の
、
情
報
の
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
が
必
要
で
、
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク

ス
は
、
そ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
い
え
る
」
と

語
る
。

新
し
い
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
に
つ
い

て
は
、「
敷
居
が
低
く
な
っ
た
の
に
、
奥
行
き

が
深
く
な
っ
た
と
こ
ろ
が
大
変
い
い
」
と
い

う
。
若
者
は
文
字
情
報
よ
り
、
画
像
・
映
像

情
報
を
通
じ
て
、
直
感
的
に
判
断
す
る
傾
向

が
強
い
。
そ
の
た
め
、
ジ
ョ
ブ
タ
ウ
ン
や
職

業
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
で
、

若
者
が
サ
イ
ト
を
活
用
す
る
、
い
い
導
入
部

に
な
る
だ
ろ
う
と
期
待
す
る
。「
自
分
で
探

し
て
み
て
、
自
分
で
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
。

専
門
家
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
つ
つ
、
働
く
人

に
幅
広
く
展
開
し
て
い
た
だ
く
と
あ
り
が
た

い
」
と
要
望
し
た
。

今
後
へ
の
期
待

会
場
か
ら
は
、
新
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク

ス
に
つ
い
て
、
活
用
の
あ
り
方
や
今
後
の
計

画
な
ど
に
つ
い
て
、
質
問
が
出
さ
れ
た
。
障

害
の
あ
る
人
た
ち
に
対
す
る
職
業
支
援
の
観

点
か
ら
、
情
報
提
供
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か

と
の
質
問
も
あ
り
、「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
に

つ
い
て
、
弱
視
の
方
に
対
す
る
フ
ィ
ー
ジ
ビ

リ
テ
ィ
テ
ス
ト
な
ど
は
や
っ
て
い
る
が
、
ど

う
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
の
把
握
は
こ
れ
か

ら
。
た
だ
し
、
課
業
（
タ
ス
ク
）
と
障
害
は

関
連
性
が
高
い
の
で
、
通
常
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
行
っ
て
い
る
障
害
者
の
職
域
拡
大
に
と
っ

て
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
情
報
に
な
る
の
で
は
な
い

か
」（
吉
田
修
・
特
任
教
授
）
と
答
え
た
。
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関連した 

最近の話題 

過去一週間

によく見ら

れた職業 

利用者別入口

キャリアマトリックスの
ツール 

注目の職業

を週替りで

紹介 

検索テーマ

を週替わり

で紹介 

サ
イ
ト
内
メ
ニ
ュ
ー
一
覧 

新キャリア マトリックス・トップ画面 

キャリアマトリックスは職業とキャリアのインターネット百科事典です。約 500 職業の仕事内容や就き方などを写真

付きで解説しています。自己診断テストで自分の興味や経験を活かす職業を見つけることもできます。人材の採用や人

材の活用に役立つ情報も提供しています。キャリアマトリックスは下記の二つのアドレスより、いつでも無料で利用で

きます。二つのアドレスはミラーサイトとして同じ内容を提供しています。 

http://cmx.vrsys.net 

http://cmx.hrsys.net 
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どんな職業か 

仕事内容、仕事の場面の写

真、関連職業、類似職業、

職業分類、仕事の内容（課

業リスト、下記） 

就くには 

就業までの経路や関連す

る資格等 

労働条件の特徴 

地域別の就業人口や所得、

労働時間等、統計数値も表

示 詳しい図表も（下記） 

職業プロフィール 

職業の各側面（５分野

94 項目）の特徴を数

値で表示 

 

スキル  

説得、インストラクシ

ョン、要件分析、プロ

グラミング、意思決定、

資金管理等、35 項目 

 

知 識  

経営とマネジメント、

販売・マーケティング、

生産・加工、コンピュ

ータとエレクトロニク

ス、教育訓練、外国語

等、33 項目 

 

仕事環境  

他者とのかかわり、屋

外作業、厳密さ・正確

さ等、14 項目 

 

興 味  

現実的、研究的、芸術

的、 社会的、 企業的、

慣習的、６項目 

 

ワークスタイル 

達成感、成長、 

社会的認知、人間関係、

自立性、労働条件、 

６項目（価値観） 

参考情報 

関連情報へのリンク、動画

サイトヘのリンク 

 
 

職業 
情報 
画面 
サンプル 

約 500 職業の中から 
システムエンジニアと 
看護師の２画面を紹介 
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